
(57)【要約】

【課題】回路基板の接続端子部に対して信号線の導線を

確実に接続強度を確保し且つ接続部の外形寸法を所定内

に揃えて細径化した状態に半田付け接続することができ

る電子内視鏡の先端部の組立方法を提供すること。

【解決手段】接続端子部２０を溝状に形成すると共に、

信号線１３の導線１４を、その先端部分が接続端子部２

０からはみ出す状態に溝状の接続端子部２０に嵌め入れ

、導線１４を接続端子部２０に半田付け３０により固着

した後で、接続端子部２０からはみ出している導線１４

の先端部分を削除する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 に 内 蔵 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ 、 上 記 挿 入 部 内 に
挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 信 号 線 の 導 線 が 、 上 記 回 路 基 板 に 設
け ら れ て い る 接 続 端 子 部 に 後 方 か ら 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 に お い て 、
　 上 記 接 続 端 子 部 を 溝 状 に 形 成 す る と 共 に 、 上 記 信 号 線 の 導 線 を 、 そ の 先 端 部 分 が 上 記 接
続 端 子 部 か ら は み 出 す 状 態 に 上 記 溝 状 の 接 続 端 子 部 内 に 嵌 め 入 れ 、 上 記 導 線 を 上 記 接 続 端
子 部 に 半 田 付 け に よ り 固 着 し た 後 で 、 上 記 接 続 端 子 部 か ら は み 出 し て い る 上 記 導 線 の 先 端
部 分 を 削 除 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 導 線 の 先 端 部 分 が Ｌ 字 状 に 折 り 曲 げ ら れ て い て 、 そ の 折 り 曲 げ 部 よ り 先 側 の 部 分 で あ
っ て 上 記 接 続 端 子 部 内 か ら は み 出 し て い る 部 分 が 、 上 記 接 続 端 子 部 か ら 外 側 に 盛 り 上 が っ
て い る 半 田 と 共 に 削 除 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 接 続 端 子 部 が 後 端 は 開 放 さ れ て 前 端 は 閉 鎖 面 に よ り 塞 が れ た 溝 状 に 形 成 さ れ て い て 、
上 記 導 線 が 上 記 接 続 端 子 部 の 溝 底 面 と 上 記 閉 鎖 面 と に 押 し 付 け ら れ た 状 態 で 上 記 接 続 端 子
部 に 半 田 付 け 固 着 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 の 先 端 に 内 蔵 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路
基 板 が 配 置 さ れ て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 信 号
線 の 導 線 が 、 回 路 基 板 に 設 け ら れ て い る 接 続 端 子 部 に 後 方 か ら 接 続 さ れ て そ こ に 半 田 付 け
固 着 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ １ ８ ８ １ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 の 際 に は 、 信 号 線 の 導 線 を 回 路 基 板 の 接
続 端 子 部 に 載 せ た 状 態 で 半 田 付 け 接 続 が 行 わ れ る が 、 溶 け た 半 田 が 導 線 と 接 続 端 子 部 を 覆
う 状 態 に な る と そ の 内 部 の 様 子 が 見 え な く な る の で 、 接 続 端 子 部 に 対 す る 導 線 の 位 置 関 係
が 不 適 切 な も の に な っ て い て も そ れ に 気 付 か ず に そ の ま ま 半 田 付 け 作 業 が 行 わ れ て 、 半 田
付 け 強 度 の 不 足 や 半 田 付 け 接 続 部 の 外 形 寸 法 の 不 良 （ リ ミ ッ ト オ － バ － ） 等 が 発 生 す る 場
合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 回 路 基 板 の 接 続 端 子 部 に 対 し て 信 号 線 の 導 線 を 確 実 に 接 続 強 度 を 確 保
し 且 つ 接 続 部 の 外 形 寸 法 を 所 定 内 に 揃 え て 細 径 化 し た 状 態 に 半 田 付 け 接 続 す る こ と が で き
る 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 は 、 挿 入 部 の 先 端
に 内 蔵 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信
号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 引 き 出 さ れ た 信 号 線 の 導 線 が 、 回 路 基 板 に 設 け ら れ て い る 接 続 端 子
部 に 後 方 か ら 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 に お い て 、 接 続 端 子 部 を 溝 状 に 形
成 す る と 共 に 、 信 号 線 の 導 線 を 、 そ の 先 端 部 分 が 接 続 端 子 部 か ら は み 出 す 状 態 に 溝 状 の 接
続 端 子 部 内 に 嵌 め 入 れ 、 導 線 を 接 続 端 子 部 に 半 田 付 け に よ り 固 着 し た 後 で 、 接 続 端 子 部 か
ら は み 出 し て い る 導 線 の 先 端 部 分 を 削 除 す る よ う に し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 導 線 の 先 端 部 分 が Ｌ 字 状 に 折 り 曲 げ ら れ て い て 、 そ の 折 り 曲 げ 部 よ り 先 側 の 部 分
で あ っ て 接 続 端 子 部 内 か ら は み 出 し て い る 部 分 が 、 接 続 端 子 部 か ら 外 側 に 盛 り 上 が っ て い
る 半 田 と 共 に 削 除 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 場 合 、 接 続 端 子 部 が 後 端 は 開 放 さ れ て 前 端 は 閉 鎖 面 に よ り 塞 が れ た 溝 状 に 形 成 さ れ
て い て 、 導 線 が 接 続 端 子 部 の 溝 底 面 と 閉 鎖 面 と に 押 し 付 け ら れ た 状 態 で 接 続 端 子 部 に 半 田
付 け 固 着 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 信 号 線 の 導 線 を 溝 状 の 接 続 端 子 部 に 半 田 付 け に よ り 固 着 し た 後 で 、 接
続 端 子 部 か ら は み 出 し て い る 導 線 の 先 端 部 分 を 削 除 す る よ う に し た こ と に よ り 、 回 路 基 板
の 接 続 端 子 部 に 対 し て 信 号 線 の 導 線 を 確 実 に 接 続 強 度 を 確 保 し 且 つ 接 続 部 の 外 形 寸 法 を 所
定 内 に 揃 え て 細 径 化 し た 状 態 に 半 田 付 け 接 続 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 接 続 端 子 部 を 溝 状 に 形 成 す る と 共 に 、 信 号 線 の 導 線 を 、 そ の 先 端 部 分 が 接 続 端 子 部 か ら
は み 出 す 状 態 に 溝 状 の 接 続 端 子 部 内 に 嵌 め 入 れ 、 導 線 を 接 続 端 子 部 に 半 田 付 け に よ り 固 着
し た 後 で 、 接 続 端 子 部 か ら は み 出 し て い る 導 線 の 先 端 部 分 を 削 除 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ５ は 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 を 示 し て お り 、 細 長 い 可 撓 管 状 に 形 成 さ れ た 挿
入 部 １ の 最 先 端 部 分 に 先 端 部 本 体 ２ が 連 結 さ れ 、 そ の 先 端 部 本 体 ２ の 最 先 端 面 に 観 察 窓 ３
と 照 明 窓 （ 図 示 せ ず ） 及 び 処 置 具 突 出 口 ４ 等 が 配 置 さ れ て い る 。 ５ は 、 処 置 具 突 出 口 ４ の
後 方 に 配 置 さ れ て い る 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 観 察 窓 ３ の 奥 の 先 端 部 本 体 ２ 内 に は 対 物 光 学 系 ６ が 配 置 さ れ て い て 、 そ の 対 物 光 学 系 ６
に よ る 被 写 体 の 投 影 位 置 に 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合 素 子 ） 等 か ら な る 固 体 撮 像 素 子 ７ の
受 光 面 ７ ａ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て は 、 対 物 光 学 系 ６ の 光 軸 と 先 端 部 本 体 ２ の 軸 線 と が 平 行 に な る よ う
に レ イ ア ウ ト さ れ て い て 、 固 体 撮 像 素 子 ７ の 受 光 面 ７ ａ は 対 物 光 学 系 ６ の 光 軸 に 対 し て 垂
直 の 向 き に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 固 体 撮 像 素 子 ７ の 背 面 側 に は 、 固 体 撮 像 素 子 ７ の 駆 動 回 路 等 を 構 成 す る 例 え ば コ ン デ ン
サ や ト ラ ン ジ ス タ 等 の よ う な 電 子 部 品 ８ が 搭 載 さ れ た 回 路 基 板 １ ０ が 、 固 体 撮 像 素 子 ７ と
平 行 の 向 き に 配 置 さ れ て い る 。 １ １ は 、 固 体 撮 像 素 子 ７ か ら 後 方 に 延 出 し て 回 路 基 板 １ ０
側 と 接 続 さ れ た リ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 挿 入 部 １ 内 に は 、 固 体 撮 像 素 子 ７ に お い て 得 ら れ た 撮 像 信 号 等 を 伝 送 す る た め の 信 号 ケ
ー ブ ル １ ２ が 全 長 に わ た っ て 軸 線 と 平 行 方 向 に 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 信 号 ケ ー ブ ル １ ２ の
先 端 か ら 回 路 基 板 １ ０ の 基 板 面 に 対 向 す る 方 向 に 引 き 出 さ れ た 信 号 線 １ ３ の 導 線 １ ４ が 、
回 路 基 板 １ ０ の 外 縁 部 に 設 け ら れ て い る 接 続 端 子 部 ２ ０ に 半 田 付 け に よ っ て 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 そ の よ う な 回 路 基 板 １ ０ を 単 体 で 示 し て お り 、 信 号 線 １ ３ の 数 に 合 わ せ て 回 路
基 板 １ ０ の 外 縁 部 に 多 数 設 け ら れ た 接 続 端 子 部 ２ ０ は 、 各 々 が 信 号 線 １ ３ の 先 端 か ら 絶 縁
被 覆 が 剥 が さ れ て 剥 き 出 し に な っ た 導 線 １ ４ を 嵌 め 込 む の に 丁 度 よ い 溝 状 に 形 成 さ れ て い
る 。 ２ １ は そ の 溝 底 面 で あ り 、 半 田 付 ラ ン ド ２ ３ が そ の 溝 底 面 ２ １ 全 面 に 形 成 さ れ て い る

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-68060 A 2006.3.16



。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 各 接 続 端 子 部 ２ ０ の 後 方 側 の 部 分 は 、 導 線 １ ４ を 沿 わ せ る こ と が で き る よ う に 回
路 基 板 １ ０ の 厚 み の 後 端 部 ま で 溝 状 の 接 続 端 子 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る が 、 前 方 側 の 部 分
は 回 路 基 板 １ ０ の 厚 み の 前 端 部 ま で 達 し て お ら ず 、 接 続 端 子 部 ２ ０ の 最 先 端 部 分 は 閉 鎖 面
２ ２ に よ り 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 そ の よ う な 接 続 端 子 部 ２ ０ に 信 号 線 １ ３ の 導 線 １ ４ が 半 田 ３ ０ で 接 続 さ れ た 状
態 を 示 し て い る が 、 そ の 接 続 作 業 は 、 図 ２ に 示 さ れ る 工 程 か ら 図 １ に 示 さ れ る 工 程 の 順 に
行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 即 ち 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 導 線 １ ４ の 先 端 部 分 は Ｌ 字 状 に 略 直 角 に 折 り 曲 げ ら れ て
お り 、 導 線 １ ４ は 、 ま ず 溝 底 面 ２ １ と 閉 鎖 面 ２ ２ と に 押 し 付 け ら れ て 、 折 り 曲 げ 部 １ ４ ａ
よ り 先 側 の 部 分 が 接 続 端 子 部 ２ ０ 内 か ら 側 方 に 突 出 す る 状 態 に 接 続 端 子 部 ２ ０ 内 に 嵌 め 入
れ ら れ 、 半 田 ３ ０ を 接 続 端 子 部 ２ ０ 内 か ら 外 方 に ま で 盛 り 上 げ て 半 田 付 ラ ン ド ２ ３ に 接 続
固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 図 １ に 二 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 、 導 線 １ ４ の 折 り 曲 げ 部 １ ４ ａ よ り 先 側 の 部
分 で あ っ て 接 続 端 子 部 ２ ０ か ら は み 出 し て い る 部 分 と 半 田 ３ ０ の 盛 り 上 が っ た 部 分 と が 、
回 路 基 板 １ ０ の 表 面 よ り 僅 か に （ 例 え ば ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 ） 出 っ 張 る 程 度 に 外 形 を
揃 え て カ ッ タ ー 又 は 剃 刀 等 で 削 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 結 果 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 回 路 基 板 １ ０ の 接 続 端 子 部 ２ ０ に 対 し て 所 定 の 半 田
代 の 長 さ が 確 保 さ れ て 接 続 強 度 が 確 実 に 確 保 さ れ た 状 態 に 導 線 １ ４ が 半 田 付 け 接 続 さ れ 、
半 田 ３ ０ に よ る 接 続 部 の 外 形 寸 法 が 所 定 内 に 揃 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 導 線 １ ４ が 真 っ 直 ぐ に 形
成 さ れ て い て 、 接 続 端 子 部 ２ ０ か ら そ の 前 方 に 突 出 し て は み 出 し て い る 導 線 １ ４ の 先 端 部
分 を 、 半 田 付 け の 後 に 削 除 す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 の 第 ２ の 工 程 の 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 組 立 方 法 の 第 １ の 工 程 の 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 信 号 線 接 続 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 回 路 基 板 の 単 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ７ 　 固 体 撮 像 素 子
　 ８ 　 電 子 部 品
　 １ ０ 　 回 路 基 板
　 １ ２ 　 信 号 ケ ー ブ ル
　 １ ３ 　 信 号 線
　 １ ４ 　 導 線
　 １ ４ ａ 　 折 り 曲 げ 部
　 ２ ０ 　 接 続 端 子 部
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　 ２ １ 　 溝 底 面
　 ２ ２ 　 閉 鎖 面
　 ２ ３ 　 半 田 付 ラ ン ド
　 ３ ０ 　 半 田

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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